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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

北
陸
道
と
吉
崎
道

第
41
回

福
井
県
の
北
の
玄
関
口
あ
わ
ら

　

あ
わ
ら
市
は
福
井
県
の
最
北
端
に

位
置
し
、
平
成
16
年
に
「
金か
な
づ
ち
ょ
う

津
町
」
と

「
芦あ
わ
ら
ち
ょ
う

原
町
」が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。
日

本
海
に
面
す
る
北
部
に
は
北
潟
湖
と
さ

ま
ざ
ま
な
野
菜
や
果
物
が
作
ら
れ
る
園

芸
地
帯
、
南
部
に
は
荘
園
時
代
か
ら
受

け
継
が
れ
る
穀
倉
地
帯
、
東
部
に
は
山

林
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
山
間
地
帯
が

あ
る
。
そ
し
て
中
心
部
に
は
宿
場
町
と

し
て
栄
え
た
金
津
地
区
と
、
明
治
16
年

開
湯
の
温
泉
旅
館
が
立
ち
並
ぶ
あ
わ
ら

温
泉
地
区
が
あ
り
、
多
彩
な
自
然
と
産

業
が
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
で
あ
る
。
市

内
に
は
北
陸
自
動
車
道
・
国
道
８
号
・

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
・
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
と

い
っ
た
主
要
交
通
が
走
り
、
令
和
５
年

に
は
北
陸
新
幹
線
芦
原
温
泉
駅
の
開
業

が
控
え
る
な
ど
、
福
井
県
の
北
の
玄
関

口
と
し
て
重
要
な
地
で
あ
る
。

北
陸
道
に
沿
っ
て
残
る 

歴
史
遺
産

　

越
前
は
川
や
海
の
水
運
が
著
名
で
あ

る
が
、
北
陸
道
は
京
の
都
か
ら
東
国
へ

抜
け
る
街
道
と
し
て
政
治
的
に
も
重
要

な
道
で
あ
っ
た
。

　

金
津
は
南
北
に
縦
貫
す
る
北
陸
道
の

陸
路
と
竹
田
川
の
水
路
が
交
差
す
る
要

衝
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
そ
の

地
名
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
戸

数
６
３
９
戸
、
本
陣
旅は
た
ご籠

60
戸
、
遊
女

揚
屋
27
軒
、
駅
馬
30
頭
を
持
つ
北
陸
道

き
っ
て
の
大
宿
場
町
で
あ
り
、
福
井
藩

が
特
別
に
金
津
奉
行
を
置
い
て
管
轄
し

た
。
ま
た
、
竹
田
川
か
ら
三み
く
に
み
な
と

国
湊
ま
で

川
船
で
盛
ん
に
物
資
の
輸
送
が
行
わ
れ

て
お
り
、
14
の
川
船
の
発
着
場
を
持
つ

越
前
三
大
河
戸
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
毎

年
夏
に
金
津
祭
が
街
道
沿
い
で
行
わ

れ
、「
本
陣
飾
り
物
」と
い
う
日
用
品（
漆

器
や
瀬
戸
物
、
金
物
な
ど
）
を
組
み
合

わ
せ
て
作
る
展
示
物
が
披
露
さ
れ
る
の

が
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
幕
府
が

開
か
れ
て
間
も
な
い
頃
、
金
津
奉
行
所

に
来
る
役
人
た
ち
を
も
て
な
す
た
め

に
、
町
人
が
日
用
品
を
持
ち
寄
っ
て
飾

り
物
を
作
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
る
。

　

金
津
か
ら
北
へ
抜
け
る
北
陸
道
の
途

中
に
は
、
千
束
一
里
塚
が
残
る
。
現
存
す

る
西
側
の
塚
は
保
存
状
態
が
大
変
よ
く
、

塚
と
共
に
歳
月
を
重
ね
た
傍
ら
の
榎え
の
きを

眺
め
る
と
、
旅
人
が
木
陰
で
休
ん
で
い
た

往
時
を
偲し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

北
へ
向
か
う
と
、
江
戸
時
代
に
関
所
が

あ
っ
た
細ほ
そ
ろ
ぎ

呂
木
に
至
る
。
こ
こ
か
ら
加

昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も　

福
井
県
の
北
の
玄
関
口
と
し
て

魅
力
を
発
信
し
続
け
る
感
幸
地　

あ
わ
ら

あ
わ
ら
市
長（
福
井
県
）　
佐さ

さ

き

々
木
康や

す

お男
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賀
へ
抜
け
る
北
陸
道
の
道
中
に
は
、
現

在
も「
国
境
名
号
塔
」が
残
る
な
ど
、
当

時
の
雰
囲
気
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

北
陸
道
か
ら
分
か
れ
る
吉
崎
道

　

北
陸
道
か
ら
は
、
細
呂
木
の
北
で
吉

崎
御
坊
へ
通
じ
る
吉
崎
道
が
分
岐
す

る
。
そ
の
分
岐
か
ら
す
ぐ
の
地
点
に
、

明
治
21
年
に
地
域
住
民
が
人
力
で
切
り

拓ひ
ら

い
た
「
鴫し

ぎ
た
に
や
ま

谷
山
の
切
通
し
」（
切
通
し

と
は
、
山
や
丘
な
ど
を
掘
削
し
人
馬
の

交
通
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
）
が

残
っ
て
お
り
、
当
時
の
ま
ま
の
未
舗
装

の
切
通
し
は
県
内
で
は
珍
し
い
。
吉
崎

は
浄
土
真
宗
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
蓮

如
上
人
が
、
室
町
時
代
に
北
陸
の
布
教

拠
点
と
し
た
地
で
、
北
陸
各
地
や
東
国

か
ら
も
信
徒
が
集
ま
り
、
巨
大
な
寺
内

町
を
形
成
し
、
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

蓮
如
上
人
は
貧
し
い
人
も
平
等
に
救
わ

れ
る
と
い
う
教
え
を
わ
か
り
や
す
く
説

き
、
民
衆
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い

た
。
今
で
も
、
地
元
の
人
か
ら
親
し
み

を
込
め
て「
蓮
如
さ
ん
」と
呼
ば
れ
て
い

る
。
毎
年
春
に
行
わ
れ
る「
蓮
如
忌
」で

は
、
京
都
の
東
本
願
寺
か
ら
あ
わ
ら
市

の
吉
崎
別
院
ま
で
蓮
如
上
人
の
御
影
を

輿こ
し

に
乗
せ
、
７
日
間
か
け
て
信
徒
が
徒

歩
で
運
ぶ
。
こ
の
蓮
如
上
人
の
吉
崎
下

向
を
再
現
す
る「
御
影
道
中
」は
３
４
０

年
以
上
続
く
と
も
い
わ
れ
、
北
陸
道
と

吉
崎
道
を
通
っ
て
運
ば
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
観
光
地
を
目
指
し
て

　

本
市
は
古
来
よ
り
人
と
物
が
行
き
交

う
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
が
、
新
た
に

北
陸
新
幹
線
と
い
う
高
速
交
通
網
が
整

備
さ
れ
、
さ
ら
な
る
交
通
結
節
点
と
し

て
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
令
和
５
年
の
北
陸
新
幹
線
福
井
・

敦
賀
開
業
に
向
け
、
芦
原
温
泉
駅
周
辺

で
は
駅
舎
や
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
る
。
新
幹
線
延
伸
と

い
う
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限

に
引
き
出
す
た
め
、
本
市
で
は
「
和
心

あ
ふ
れ
る
国
際
的
な
感
幸
地
（
か
ん
こ

う
ち
）」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
観
光
振

興
戦
略
を
策
定
し
た
。

　

誘
客
拡
大
の
た
め
に
は
、
広
域
的
な

連
携
が
必
要
で
あ
る
。
本
市
の
周
辺
に

は
東
尋
坊
や
大
本
山
永
平
寺
、
福
井
県

立
恐
竜
博
物
館
な
ど
の
有
名
観
光
地
が

あ
り
、
そ
う
し
た
観
光
地
を
訪
れ
た
お

客
さ
ま
に
あ
わ
ら
温
泉
に
お
泊
ま
り
い

た
だ
き
、
ま
た
あ
わ
ら
温
泉
か
ら
こ
う

し
た
観
光
地
を
周
遊
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
好
循
環
を
持
続
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

御影道中の様子

鴫谷山の切通し

一
口
メ
モ

北陸道と吉崎道
　

現
在
の
北
陸
道
は
北
国
街
道
追
分

（
上
越
市
）か
ら
富
山
県（
越
中
）、
石
川

県
（
加
賀
）、
福
井
県
（
越
前
）
を
通
り
、

中
山
道
・
北
国
街
道
追
分（
彦
根
市
）ま

で
の
約
３
７
９
㎞
の
街
道
。
越
後
で
は

加
賀
街
道
、
近
江
で
は
北
国
街
道
と
呼

ぶ
な
ど
、
地
域
に
よ
り
名
称
が
異
な
る
。

　

福
井
藩
領
の
細
呂
木
宿
か
ら
加
賀
藩

領
の
橘
宿
ま
で
の
加
越
国
境
付
近
は
、

往
時
の
北
陸
道
の
風
情
を
今
に
伝
え
る

稀
少
な
古
道
で
あ
る
。

　

北
陸
道
か
ら
分
か
れ
、
蓮
如
上
人
ゆ

か
り
の
吉
崎
御
坊
跡
に
通
じ
る
吉
崎
道

に
は
、「
従
是
吉
崎
道　

蓮
如
上
人
御

舊
跡
」「
こ
れ
よ
里
よ
し
佐
き
み
ち
」
の

道
標
な
ど
が
あ
る
。

芦原温泉駅

北
陸
道

北
陸
自
動
車
道

吉崎御坊跡

細呂木関所跡
北陸
本線

吉崎道

あわら市

日本海 親
鸞
聖
人
や
蓮
如
上
人
が
た
ど
っ
た

日
本
海
側
の
要
路

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」


